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オンライン授業の準備期間中であった 2020 年 4 月に学部生 202 名に対してインターネット環境
や遠隔授業の受け方について尋ねたところ，98.1% の日本人学生など（n=160）がパソコンを
持っており，99.4％が家で無制限の Wi-Fi あるいはポータブル Wi-Fi があると答えたのに対し，








　筆者が担当する 3 年ゼミ（ゼミ生 14 名，内留学生 3 名）が「多文化共生社会をどう生きる」










































　@ryugakusei_project の初めての投稿は 3 カ月の準備期間を経て 2020 年 7 月に実施され，
2021 年 3 月末にはベトナム，ネパール，中国，インドネシア，フィリピン，ウズベキスタン，
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ている学生」（いわゆる「日本人学生等」）であった．23 名は留学生，2 名は大学教員，1 名が大
学職員，4 名が大学部外者であった．
　さらに，2020 年 12 月に，祖父江（2020）が報告した「多文化意識」に関するアンケート（以





ついて調べた．調査 B は日本人等 102 人，留学生 29 人の合計 131 人から回答を得た．
　3.2　調査内容





　調査 B において，3 年生までの学生に 1 年生当時の（留学生には日本人学生等と，日本人学生
等には留学生と）の付き合いの程度を尋ねた上で，お互いに接触することによって考え方の変化



















































































































　また，調査 B において，遠隔授業を 1 年間受けた学生全員に（日本人学生等⇄留学生）互い
の意識の変化について尋ねたところ，1 年生日本人学生等の 46.2%，2 年生日本人学生等の





























少なかった 1 年生の半数近くがどちらの調査にも意識変化を認めたのは SNS の情報発信の取り
組みや遠隔授業での交流を促進する教員などの工夫の効果を裏付けると考えられる．










































３　ニューヨーク大学の Diane Ravitch 教授の「成功した多文化共生」の定義（「成功した多文化共生とは，
異人種間，異民族間の友情を導き出す，コミュニティの絆を築くもので ある」（"Successful multicul-
turalism builds the bonds of community that lead to interracial, interethnic friendships" https://
www.merriam-webster.com/dictionary/multiculturalism 2020/07/01 閲覧（和訳は筆者による））
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